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Happiness house　 〜可能性を広げる集いの場〜

津田沼駅周辺には街中に学生達が集まりやすい場所があまりみられない。
そこで、この春から大学生になる僕や学生のために、勉強や生活を助け合
いながら共に住めるシェアハウスがあったらいいな。
ここでは学生達が、学生達のための、集いの場となっていく。
互いに切磋琢磨し、助け合い、色々な意見や考えに触れることで刺激になり、
ひとりではなしえないことも実現できるかもしれない。可能性が広がり一
歩前に進める僕たちの Happiness house である。

　シェアハウスもしくは学生寮の可能性に取り組んだ作品。入居
者を技術系の大学生に絞り、そこで繰り広げられるであろう生活
を具体的に想定し、大事な自己形成期に多くの仲間や興味を生み
出すきっかけを作る場をうまく提供できている。必要諸室と配置
をよく理解し、しっかり学んだ結果が作品に感じられる。そして、
内向的になりがちな施設にカフェや展示室を設け社会との関わり
を持つことに注目している点を評価したい。その上、駅近くで近
隣に駐輪場もあり社会問題としての駐輪場不足を解決するだけで
なく、カフェや展示室に立ち寄ってもらうアイデアは、今後の展
開が楽しみである。機能ごとに分けた部屋やスペースではなく、
壁のない個室やどこでもキッチンやいたるところリビング、ここ
でも工房など、人の行動によって空間が変化していく面白さにつ
いて考えていくと更に可能性を広げることができる。多くの考察
が作者自身のより一層の可能性の広がりになることを多いに期待
します。

（審査委員：田端 友康）
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　———会社や学校などでたくさんのスト
レス、不満を抱えて生きている現代の人
に心と体が安らぐ光と家族をつなげる家
　陽の光は体や心を豊かにし、光には場
を開放する力があります。光を目一杯取
り入れられるように窓を多く設け、天窓
や吹き抜けでさらに光がさし込みます。
部屋や浴室は開放的に、菜園も設けるこ
とで家族でのコミュニケーションをとり
やすいようにしました。自分にとって心
地よい場がこの家に見つかるはずです。

　日常、作者が社会に対して何を感じ、
人間としてどう在るべきが、どの様に生
活する事が心も身体も健康で社会の荒波
に果敢に挑めるかをテーマにした住宅。
　現代社会の問題点を建築という行為に
より解消する提案であり、様々なアイディ
アを盛り込む事でアメニティ空間の創造
を行った作品である。
　人間の五感をくすぐる要素を随所に創
出し、通風・採光条件を高め、視覚的操
作により開放感を演出し、自然との共生
も考慮し、作者の建築に対する日常の問
題意識の高さを感じられた。
　屋上から注ぐ陽、屋上緑化と水盤によ
るパッシブデザイン化等が評価を高めて
いる。
　吹抜けを設けながら、上下階の連携を
強固なものにする姿勢が窺えるが、コミュ
ニティを向上させる方法は室用途を踏ま
え検討の余地があることを提議したいと
感じた。
　しかしながら、作者の建築に対するア
イデンティティの独自性が素晴らしいと
感じられた秀作である。

（審査委員：小島 広行）
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